［ 北海道高等学校商業教育研究集会・協議会 ］
[bookmark: _Hlk150690456]北海道高等学校商業教育研究集会・協議会
共通主題　「未来社会におけるビジネスの創造」

１　目的
高等学校における商業教育の充実発展を図るため、当面する諸問題について研究協議し、教育課程の望ましい在り方を研究するとともに、教職員の資質の向上を図る。
２　主催
北海道高等学校長協会商業部会
３　後援
北海道教育委員会
北海道産業教育振興会
滝川市
滝川市教育委員会
滝川商工会議所
４　期日
令和７年７月29日(火)～７月30日(水)
５　会場
滝川市民交流プラザ
６　当番校
北海道苫小牧総合経済高等学校
７　日程





















８　部会別研究協議
(1) 現実的社会に適合する教育課程編成とその実践」に向けて
(2) ICT機器や探究的活動を重視した授業改善等の実現」に向けて
(3) 起業家（企業家）教育をも重視するキャリア教育への支援強化」に向けて

９　研究の観点
共通主題「未来社会におけるビジネスの創造」
　副　　題「次代を担う職業人の育成を目指して」


































10　講演
　演題「ソメスサドルの挑戦」
講師　ソメスサドル株式会社　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　染谷　昇　様
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［写真］
８cm×６cm程度













11　全体発表（発表１）
北海道奈井江商業高等学校
発表者　〇　〇　〇　〇
〇　〇　〇　〇
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挿入可
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111　全体発表（発表２）
1北海道札幌啓北商業高等学校
発表者　〇　〇　〇　〇
〇　〇　〇　〇









































11　全体発表（発表３）
北海道釧路商業高等学校
発表者　〇　〇　〇　〇
〇　〇　〇　〇
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12　助言・所管事項
北海道教育庁学校教育局　　　　
高校教育課キャリア教育指導係　
　指導主事　○　○　○　○









































[bookmark: _Hlk163732649]13　部会別研究協議（グループ１）
(1) テーマ
現実的社会に適合する教育課程編成とその実践」に向けて
(2) 協議の観点
商業教育における教育課程が実際のビジネスと乖離していることが課題としてあげられる。指導内容等が急速な経済変化に追いつけないため、生徒が実際のビジネススキルやトレンドを学べる機会が不足している。
また、現代のビジネス環境や社会の多様性を反映していないことが教材等からも明らかであり、多様なビジネスモデルや技術等に触れる機会が限られていることから、学習内容等についての見直しが必要である。
このことを踏まえ、課題解決に向けた協議を行うとともに、グループワークにより、ビジネススキルやトレンドを学べる教材等を作成する。
(3) 協議内容報告
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13　部会別研究協議（グループ２）
(1) テーマ
ICT機器や探究的活動を重視した授業改善等の実現」に向けて
(2) 協議の観点
Socaety5.0やデジタルトランスフォーメーション（DX）など、デジタル技術の急速な進化により、社会構造が急速に変化している中、現状の指導では最新のテクノロジー技術に追従しておらず、生徒のデジタルスキルや課題解決能力の育成が不足している。
また、商業教育の授業とその評価が、単なる知識の暗記や試験対策（検定試験含む）に偏っている傾向がある。実際のビジネススキルや課題解決能力についての授業や評価方法についての再考が必要であるとともに、ICT機器を効果的に活用した授業実践を進めることが必要である。
このことを踏まえ、課題解決に向けた協議を行うとともに、グループワークにより、評価基準を明確にするとともに、ICT機器や探究活動に重きを置いた単元計画表を作成する。
(3) 協議内容報告
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13　部会別研究協議（グループ３）
(1) テーマ
起業家（企業家）教育をも重視するキャリア教育への支援強化」に向けて
(2) 協議の観点
将来に不安を感じている生徒が多くいる中、進路選択や就職活動のサポートが不足しており、これは今後の生活に大きな影響を及ぼす可能性がある。先が見えない、答えのない時代を生きる生徒たちに対して、専門教育、職業教育、商業教育の視点からもキャリアサポートが十分とは言えない。
また、急速に変化する社会構造の中で経済の多様化を考えると、起業家精神を持つ人材が求められる状況にある。しかしながら、起業家（企業家）精神や起業家としてのスキルを育てる教育が不足している。
このことを踏まえ、課題解決に向けた協議を行うとともに、グループワークにより、起業家（企業家）教育をも重視するキャリア教育のモデルケース、年間指導計画を作成する。
(3) 協議内容報告
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14　講評・指導
文部科学省初等中等教育参事官　　　
（高等学校担当）付産業教育振興室　
教科調査官　岩　館　良　伸































































































































































































































































